
好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

　西脇市では、「日本のへそ西脇地域食材で
おもてなし条例」を施行。豊饒の地で生産さ
れた地域食材や地場産業などの魅力に認識を
深め、またみんなが郷土に誇りと愛着を持っ
て来訪者をもてなすことで、本市のさらなる
にぎわいの創出を目指しています。
　■問合せ　農林振興課（市役所内線323）

西脇市消費生活センター

No.145
消費生活相談業務に関する協定の締結

今、この時を輝いて生きる
̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

☎22-3111（防災安全課内）
じょう

30年目の地酒～オリジナルラベルとともに～
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西
脇
市
長　

片
山
象
三

西
脇
を
元
気
に
!!

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
に
備
え
て

と
る
べ
き
行
動
の
確
認
を

　　

9
月
3
日
に
北
朝
鮮
が
強
行
し

た
6
回
目
と
な
る
核
実
験
や
度
重

な
る
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発

射
実
験
は
、
私
た
ち
国
民
生
活
の

平
和
と
安
全
を
脅
か
す
行
為
で
あ

り
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
近
隣

諸
国
の
緊
張
を
高
め
る
挑
発
行
為

は
直
ち
に
中
止
す
る
べ
き
で
す
。

　

西
脇
市
で
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

落
下
時
の
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い

て
、
広
報
に
し
わ
き
7
月
号
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
す
る

と
と
も
に
、
回
覧
に
よ
っ
て
周
知

を
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
先
月
に
は
国
の
緊
急
情
報

を
瞬
時
に
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
が

有
事
の
際
に
正
常
に
作
動
す
る
か
、

試
験
放
送
を
実
施
。
こ
れ
に
合
わ

せ
、
市
内
の
全
て
の
小
中
学
校
で

安
全
行
動
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
発
射
か
ら

10
分
以
内
に
日
本
へ
到
達
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
飛
来
時
に
落

ち
着
い
て
適
切
な
安
全
行
動
を
と

れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
の
訓
練
や
備
え
が
必
要
で
す
。

自
然
災
害
時
も
含
め
て
、
家
庭
や

職
場
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
の
外
か
ら
は
鈴
虫
の
鳴
き
声

が
聞
こ
え
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
は
市

民
体
育
大
会
に
始
ま
り
、
秋
祭
り

や
文
化
祭
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開

催
さ
れ
ま
す
。〝
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
〞
を
存
分
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
こ
と

を
誇
れ
る
「
西
脇
市
」
を
と
も
に

創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊアラートの訓練放送に合わせて小中学
校で安全行動を確認
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　西脇市は新たに加西市と消費生活相談業務
に関する協定を締結し、10月から西脇市に
在住、在勤、在学する方が加西市の消費生活
相談窓口でも相談ができるようになりました。
　西脇市消費生活センターは平成23年度か
ら多可町消費生活センターと連携して相談窓
口の拡充を図ってきました。今回の加西市と
の連携により、さらに利用しやすくなりまし
た。相談に来られるときは下記の内容にご注
意ください。
•相談は予約優先です。予約のない場合はお
　待ちいただくことがあります。
•契約書や関係書類をお持ちの場合は、全て
　持参してください。
•相談者が事業者として契約している場合や
　個人間の契約などは相談できません。
■問合せ
　西脇市消費生活センター（市役所防災安全
　課内／☎0795-22-3111）
　加西市消費生活相談窓口（アスティアかさ
　い地域交流センター内／☎0790-42-8739）
　多可町消費生活センター（中区中央公民館
　生活安全課内／☎0795-32-3322）

　

近
年
よ
く
見
聞
き
す
る
「
高
齢

化
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
気
に
な

り
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
日

本
は
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
世
界

で
一
番
速
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
現
在
、
日
本
の
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
の
人
口
が
総
人
口
に

占
め
る
割
合
）
は
27
・
3
％
で
、

約
4
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
高
齢

者
人
口
は
今
後
も
増
え
続
け
る
と

予
想
さ
れ
て
お
り
、
50
年
後
に
は

高
齢
化
率
が
約
40
％
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
、
独
り
暮
ら
し
や
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
世
帯
、
介
護
力
の

弱
い
少
人
数
世
帯
が
ま
す
ま
す
増

加
し
、
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

先
日
、
高
齢
者
介
護
に
関
す
る

人
権
学
習
会
に
参
加
し
、
高
齢
者

介
護
の
実
情
を
学
び
ま
し
た
。
講

師
は
西
脇
市
内
の
介
護
施
設
で
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
働
か
れ

て
お
り
、
現
場
で
介
護
を
必
要
と

す
る
方
と
接
す
る
中
で
心
掛
け
て

い
る
こ
と
や
認
知
症
の
兆
候
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
話
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
京
都
で
起
こ
っ
た
介
護

疲
れ
に
よ
る
殺
人
事
件
の
話
で
す
。

病
気
で
父
親
を
亡
く
し
た
直
後
、

母
親
の
認
知
症
が
判
明
し
た
男
性

の
お
話
で
し
た
。
母
親
の
認
知
症

が
分
か
っ
て
か
ら
10
年
後
、
母
親

は
夜
中
の
徘
徊
を
繰
り
返
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
男
性
は
介
護
に

専
念
す
る
た
め
に
仕
事
を
休
職
。

そ
の
影
響
で
収
入
が
な
く
な
り
生

活
保
護
を
申
請
す
る
も
休
職
を
理

由
に
認
め
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
仕

事
を
退
職
し
た
と
い
い
ま
す
。
退

職
後
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
や
生

活
費
に
困
窮
し
、
つ
い
に
は
無
理

心
中
を
す
る
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ

た
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
時

に
、
誰
か
一
人
で
も
男
性
の
気
持

ち
に
寄
り
添
え
る
人
が
い
た
ら
こ

の
よ
う
な
事
件
は
起
こ
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

介
護
を
受
け
る
人
と
そ
の
家
族

全
員
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
あ
る
の
だ
と
改
め
て
学

び
ま
し
た
。
高
齢
や
介
護
は
誰
も

が
通
る
道
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
教
育
室
）

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
室
コ
ラ
ム
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▲レントン市長（上段右）を表敬訪問

　自営の酒販店として西脇のまちおこしのお手伝いがした
いと思いました。そこで、米づくりをしている関係から山
田錦でオリジナルの日本酒を造ることを考えました。
　当時は山田錦を栽培した経験なし。農家の方に栽培方法
を教わり悪戦苦闘しながら、酒米を収穫することができま
した。当初、山田錦であればどんな質でも良いのだろうと
思っていました。しかし日本酒造りに携わる方々の話を聞
くと、醸造する者の立場にも立たなければより質の良い山
田錦を作れないと考えるようになりました。それから多種
多様な栽培方法を試し、ようやく理想の山田錦を栽培する
ことに成功しました。今年で30年目になります。
　当店はオリジナル清酒「あなただけのオリジナルラベ
ル」の日本酒を販売しており、杉原和紙に手書きで好きな
言葉を入れることが可能です。また西脇市の新しいロゴマ
ークをあしらえた清酒「にほんのへその緒」はいかがでし
ょうか。いろんなタイプの清酒がございます。お気軽にご
相談くださいませ。
　　　　　　　　　　　　　　　ツクダ酒店　　佃　信人
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西
脇
市
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ワ
シ
ン
ト
ン
州
レ
ン
ト
ン
市
と
姉

妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
、
中
学
生
の
親
善
交
流
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
も
14
名
の
中

学
生
が
8
月
16
日
か
ら
26
日
ま
で

レ
ン
ト
ン
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

中
学
生
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
し
、
大
き
く
成
長
し
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

10
月
4
日
か
ら
14
日
に
は
レ
ン

ト
ン
市
中
学
生
親
善
使
節
団
が
来

西
さ
れ
ま
す
。
お
声
掛
け
な
ど
、

温
か
い
お
迎
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
31
回
派
遣
中
学
生
親
善
使
節
団

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

団
長　

藤
井　

修
一

　
　
　
　

（
西
脇
東
中
学
校
長
）

随
行　

高
瀬　

和
紗

　
　
　
　
　
　

（
西
脇
市
職
員
）

団
員

　

遠
藤　

七
瀬
（
西
脇
中
）

　

竹
内　

颯
太
（
西
脇
中
）

　

武
部　

優
佑
（
西
脇
東
中
）

　

荒
木　

胡
桃
（
西
脇
南
中
）

　

石
野　

愛
莉
（
西
脇
南
中
）

　

上
田　

真
優
（
西
脇
南
中
）

　

下
原　

咲
彩
（
西
脇
南
中
）

　

下
村　

紗
輝
（
西
脇
南
中
）

　

早
崎　

未
記
（
西
脇
南
中
）

　

廣
田　

ら
ら
（
西
脇
南
中
）

　

本
間
帆
乃
果
（
西
脇
南
中
）

　

丸
山　

皓
暉
（
西
脇
南
中
）

　

好
岡　
　

花
（
西
脇
南
中
）

　

坂
田　

悠
河
（
黒
田
庄
中
）

団
員
の
感
想

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
英
語
の
話
し

方
だ
け
で
な
く
、
何
気
な
く
過

ご
し
て
い
る
日
々
の
大
切
さ
、

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
挑
戦
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

・
10
日
間
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
と

て
も
楽
し
く
、
私
の
人
生
の
中

で
大
き
な
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
文
化
の
交
流
と
と
も
に
自
分
の

世
界
観
が
変
わ
り
、
考
え
方
も

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

・
笑
顔
で
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝

し
、
10
月
に
は
し
っ
か
り
お
も

て
な
し
を
し
た
い
で
す
。

・
英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
思
う
よ

う
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

ま
た
レ
ン
ト
ン
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
学
校
教
育
課
（
市
役

所
内
線
5
3
6
）

姉
妹
都
市
・ア
メ
リ
カ
レ
ン
ト
ン
市
訪
問
を
終
え
て

　
　

―
平
成
29
年
度
西
脇
市
中
学
生
親
善
使
節
団
が
帰
国
―

広報にしわき　平成29年10月号広報にしわき　平成29年10月号

世
界
に一つ「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
」

の
清
酒
は
い
か
が
で
す
か

は
い
か
い

16


